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長崎出島ロータリークラブ週報

NO.1174 2025年（令和7年）

6月6日 発行金

WEEKLY REPORT

長崎出島ロータリークラブ
2024-25年度国際ロータリー会長　ステファニー A. アーチック

第1180回 例会 今年度 第38回例会　令和７年5月30日(金)
会員数72名　 欠席24名（出席免除2名）   出席率65.7％

■欠席者：藤岡、牧、鉄川、小西、髙濵、山中、藤本、庄司、田村、加藤、山口、平井、亀川、牛島、藤澤、牧野、西川、
　　　　　武藤、光安、山形、安達、山田（明）、伊藤、松石 （廣高、伊東）

本日のプログラム　6月6日（金） 次回のプログラム　6月13日（金）

卓話：（株）長崎経済研究所　
代表取締役　三井　一明さん

「2025年長崎経済を取り巻く環境」

理事会メンバー退任挨拶
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■開会・点鐘：池田会長

-----------------------------------------------------------

■ロータリーソング「手に手つないで」
-----------------------------------------------------------

■四つのテスト：埴生幹事 

----------------------------------------------------------

■会長挨拶：池田会長

    

　皆さんこんにちは。5月も明日で終わります。時間の

流れは本当に早いですね。

起床してから出勤までそれぞれの時間の使い方がある

と思いますが、私は、日の出が早くなった今の時期は

少しだけウォーキングをします。これは社内でFITBIT

を配布してウォーキングを推奨している影響なのです

が、日常の生活では4,000歩ほどにしかならないので、

朝少しでも歩かないと最低目標の6,000歩も満たせま

せん。6月は社内ウォーキングイベントを設定していて、

アプリの中で毎日の頑張りが見える化されるので、ニ

ックネームでの登録ではありますが、私も真面目に歩

かないと格好がつきません。

先日ウォーキングの後ソファーに座ってテレビを付け

たら、Eテレでピタゴラスイッチという番組があってい

ました。ビー玉がコロコロ転がる装置や動物たちの不

思議行動など興味深いコーナーがあって、番組の歴史

は長いのでご存じの方も多いかもしれませんが、ホー

ムページを見ると、4～6歳が対象の思考を育てる番組

との説明でした。興味を惹かれる私は4～6歳レベルな

のか？と思いつつも、特に「はこのすけ」という、ハ

ンドルを回すと人形などがいろいろな動きをして、さ

て見えない箱の中はどんな仕組みや構造になっている

のだろうと考えるコーナーが楽しいです。

この前は歯車の動きでした。箱を開いて種明かしを見

ると歯車本体に一箇所だけ工夫をほどこすことが人形

の動きに影響を与えていて、その、単純だからこその

発想にひどくわくわくしました。

一般的に歯車という言葉の響きは、「社会の歯車にな

る」とか「全体の一部でしかない」などネガティブな

意味を持たされているように思いますし、私もそうい

う感覚でしたが、このピタゴラスイッチの「はこのす

け」を見て歯車のことを考えていたらイメージが変わ

りました。

 広辞苑を見ると歯車とは「ある組織を動かしている仕

組み。また、その要員」という記載がありますが、第

一義は、「車の周囲に歯を作り、そのかみ合いによっ

て一軸から他軸に動力を伝える装置」と書いてありま

す。そうなのです、部品ではないのです。歯車は大き

さや歯の数が違う、また形状や素材も違うものなど多

種多様があり、そしてその組み合わせやかみ合わせ方

の違いですごく複雑な動きとなってさまざまなことに

力を発揮していると思われます。

そういう意味では、歯車というのは私たち一人ひとり

の個性を表現するキーワードと捉えられるし、単体の

一人では動かすことが出来ないけれど、かみ合わせと

いう他の人との連携によって、大きな仕掛けを創り出

すこと、組織や社会に動力として伝える・動かすこと

と受け止めていいのではないかと思いました。

　ロータリーソング「奉仕の理想」の中に、「めぐる

歯車 いや輝きて永久に栄えよ我等のロータリー」とあ

り、実はこれまでこの言葉が好きではなかったのです

が、歯車の捉え方に納得できたのでこれからはすっき

りした気持ちで歌おうと思っています。それでは本日

の例会もよろしくお願いします。

-----------------------------------------------------------
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■幹事報告：埴生幹事 

①6/17新会員フォローアップセミナー出欠返信について：
6/10出欠返信期限となっておりますので、案内が届いた方

は期限までの返信宜しくお願い致します。

②7/21第 9・第 10グループ親睦ゴルフ大会
　出欠返信について：
6/2 出欠返信期限となっておりますので、宜しくお願い致

します。現在参加者10名です。参加費は例会にて徴収し

ておりますので、事務局までお声掛け下さい。

③新旧会長幹事会について：
 6/4（水）19：00～マルシェドリッシュにて開催されます。

当クラブからは池田さんと竹内さんが参加予定です。

④6/20賀寿会出欠返信について：
 本日返信期限となっておりますが、未返信の方が11名

いらっしゃいます。至急返信宜しくお願い致します。現

在出席43名です。

------------------------------------------------------------

■ニコニコ披露：中村（隆）さん

　ニコニコ6件 32,000円（累計1,383,000 円）

■池田さん：
①昨夜は飲めないながらもワイン同好会に参加させて

もらい、楽しく過ごさせて頂きました。ありがとうご

ざいました。

②良い事があったのでニコニコします。

③もちろん悩みもいっぱいです。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■山田（佑）さん：
ニコニコ応援します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■塚本さん：
先日 5月 28日は長男裕介の 29歳の誕生日でした。東

京に出て 10年、あっという間でした。これからも元気

に活躍してほしいです。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■堤さん：
3 日程前から諏訪町さんの龍ばやしが聞こえて来る様に

なりました。いよいよですね。手塚会長、頑張って下

さい！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■林さん：
昨日のワイン同好会大変お世話になりました。又、「

ハイドレンジャー」ご利用ありがとうございました。

ワイン(お酒)が飲めない私ですが、楽しい時間を過ごさ

せていただきました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■中村（隆）さん
ニコニコも残すところあと3回！まだまだ狙えるユニー

ク大賞～。 

------------------------------------------------------------

■新会員卓話：寺平さん「自己紹介」

　私は、寺平和久と申します。株式会社平安閣平安社

長崎斎場の責任者として籍を置かせていただいており

ます。前任の熊上が定年退職を迎えたことで私が職場
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を引き継ぐこととなり、令和 7 年 4 月 4 日よりこの長

崎出島ロータリークラブへ入会させていただくことと

なりました。正直、ロータリークラブという活動につ

いて全くと言っていいほど無知で、まさか私が入会す

ることになるとは思いもしておりませんでした。今後

は色々と勉強しご迷惑をお掛けしないように頑張りま

すので、ご指導の程、宜しくお願い致します。

　それでは、前置きもそろそろということで本題へと

移らせていただきます。まず、家族構成ですが妻、長男、

次男、義理の母の 5 人家族です。私の両親はすでに他

界しており、妻の実家が佐賀で義理の父が７年前に他

界した際に、義理の母を長崎に引き取り、長崎市川上

町にて生活をしております。私は、昭和 42 年 9 月 10

日に長崎市の高尾町にて生を受け、今年の 9 月で 58 歳

となります。物心ついたときは、長崎市新戸町に移り

住み、両親と 3 人暮らしでした。兄弟は、姉がいたと

聞いていますが、私が生まれる少し前に他界しており、

写真も見たことがないので、実際は一人っ子です。

寺平という姓は少ないと思いますが、私の父が諫早市

飯盛町の出身です。今でも時 「々おたくは飯盛の人ね？」

と聞かれる事もあります。市内にも「寺平さん」でご

商売されておられますが、私の親戚等ではないと聞い

ております。両親が自営業であった為か、かなり幼い

ころから新戸町の保育園へ預けられていました。

小学校は、長崎市立戸町小学校で過ごしました。思い

出としましては保育園からの友人や新しい友人と野球

をしたり、山や川に自転車で行ったり、とにかく毎日

外で遊びまわり、暗くなってお腹が空いたら家に帰る

の繰り返しで勉強を頑張っていた記憶はほとんどなく、

両親は結構放任的で、宿題程度はするようにくらいは

言われていた覚えがあります。

中学校は、長崎市立戸町中学校で過ごしました。思い

出としましては、多くの友人、先輩、後輩に出会い、

現在も色々な場面でお世話になっている大切な仲間が

出来たことです。この小、中学校時代の同級生が何か

につけ一番の相棒たちです。部活は、まず野球部に入

りましたが長くは続けることが出来ず退部しました。

今思えば大人の事情でした。運動は得意でしたので別

のスポーツを探しました。当時の担任の先生が、テニ

ス部と陸上部の顧問をしていたこともあり、強制的に

軟式テニス部と陸上部に入る事になりました。陸上部

では短距離もしましたが、2 年、3 年の時に経験した長

距離の駅伝がとにかくハードでその時期が近づくと憂

鬱な気持ちになっていたことを思い出します。そして

相変わらず勉強もあまりせず、部活後は近所の友人の

家などに遊びにばかり言っていたことを覚えています。

そうこうしているうちに、高校受験の時期が近づきよ

うやく勉強を始めましたが、普段勉強をしていなかっ

たのでかなり苦戦しました。当時も思いましたが、やっ

ぱり勉強は普段からしておくべきだなぁとつくづく思

います。

そして、高校は私立海星高等学校へ進みました。私が

在学時はご存じの通り、海星は男子校でした。先生も皆、

男性で、女性といえば食堂のおばちゃんか職員室の事

務の方と保健室の先生くらいしか記憶にありません。

入学時から進学することは全く考えていませんでした

ので、高校では部活はせず、3年間遊ぶと決めていた為、

帰宅部としました。1 年生の時に家が自営業という事も

あり、手伝いをする事を理由に親から学校に申請して

もらい 16 歳の誕生日後、バイクの免許を取りました。

免許があるとやはりバイクが欲しくなり、そこからは

アルバイト生活が始まりました。実家の手伝いは勿論

ですが他に数々のアルバイトを経験しました。中でも

近所の中華飯店の配達のアルバイトは一番長く、卒業

するまでの 2 年半くらいは、お世話になりました。こ

この親父さんが昨年亡くなりましたが本当にいい親父

さんで忘れられません。学生生活もあと少しという頃

には、相変わらず勉強もほとんどせず散々遊び回って

いたつけがきて、3 年になる頃には就職活動が待ってお

り担任の先生や両親とかなり相談した事を思い出しま

す。両親ともよく話し、家業を継ぐ事はせずに就職活

動をしていました。色々と検討した中で一番興味があっ

た会社の試験を受け、内定を頂いたあとは何とか無事

に卒業することが出来ました。海星に行って本当に良

かったと思います。いい学校でした。今でも在学中に

お世話になった先生方とも、仕事を通じお会いするこ

ともあり懐かしく思う時があります。

　1986 年、昭和 61 年 4 月 1 日に株式会社長崎東急ホ

テルへ入社致しました。現在の南山手にある ANA クラ

ウンプラザホテル長崎グラバーヒルです。就職試験に

て私が応募した職種は、調理希望として試験を受けま

した。まず、入社後はウェイターとして宴会サービス、
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和洋中レストランの研修でした。調理場の研修は無く、

3ヶ月後位に配属が決まりました。何と宴会サービスで

した。今でもこの時のことはよく覚えていますが本当

にびっくりしました。実は研修中に、私自身宴会サー

ビスの仕事にとても魅力を感じていた事を憶えていま

す。仕事内容は、婚礼や会議、会食等の一般宴席他と

にかく覚えることが非常に多く、特に、修学旅行シー

ズンは朝早くから夜遅くまで本当に大変な職場でした。

当時の宴席の中で、長崎南ロータリークラブ、長崎出

島ロータリークラブと例会他含め会場側として携わっ

ておりました。その名残で例会ソングは多少聞き覚え

がありました。長崎出島ロータリークラブ創立時は、

私が 31 歳の頃でした。その頃の記憶が少しですがとて

も懐かしく思います。しばらくしてある事態を知らさ

れました。それは長崎東急ホテルが数年後、閉館する

という話しでした。大変ショックでしたが、最後まで

お世話になるつもりでいたところ有難いお誘いがあり

物凄く悩んだ結果、閉館まであと 1 年を残し同僚と最

後まで頑張ろうという思いは叶いませんでした。高校

卒業後から 31 歳までの約 13 年間は貴重な宝物として

思い出に深く残っております。今でも当時の同僚、先輩、

上司の方々とも仕事、プライベートを通じて大変お世

話になっております。

そして、2000 年 ( 平成 12 年 )3 月末をもって長崎東急

ホテルを退職し、新たな会社でのスタートを切ること

となりました。そして翌月の、2000 年 ( 平成 12 年 )4

月 1 日より株式会社平安閣へ入社致しました。当時は

現在の元船町の本社ビルは無く、隣の竹島ビルという

所で今の平安閣サンプリエールの立ち上げとしてホテ

ルで経験した事や知識等を基に、開業準備室にて 1 年

間を過ごしました。この時期が重なったこともあり、

長崎東急ホテルを 1 年早く退職するという理由になり

ました。私事ですが、しばらくして子供を授かり、8 月

に入籍だけ済ませ、新生活も始まりました。余談ですが、

妻の実家は佐賀の諸富町という所で筑後川のすぐ近く

です。何があるかといえば、昇開橋 ( しょうかいきょう )

という川の河口にかかる旧国鉄の可動橋で現在は、遊

歩道として利用しているスポットです。他には ” えつ ”

という川魚で、5～ 7 月の期間だけしか漁が出来ない

この地域特有の名物です。味は人それぞれですが、私

は海の魚の方が好みです。

　そして、2001 年 ( 平成 13 年 )1 月に平安閣サンプリ

エールグランドオープンとなりました。それと併せて、

同じ 1 月末には長男も誕生し、毎日が本当に目が回る

くらいあわただしく過ごしていました。仕事の帰りも

遅くなる日が多く、家内が育児を頑張ってくれていま

した。大変な毎日で本当に感謝しておりましたし、そ

の名残で今でも頭が上がりません。それから約半年後

には、人事異動で営業課へと配置換えが決定しました。

営業という職種にかなり戸惑いがあり自信もありませ

んでした。次から次へと何をどうしたら良いのかもわ

からず、あの頃はとにかく必死に仕事とパソコンを覚

えていました。今でもパソコン関係は全く分かりませ

ん。翌年 2002 年 ( 平成 14 年 )9 月には次男も生まれ、

この頃は深堀町に 5 年程住んでいましたが、長男が小

学校へあがる頃に併せて、私の両親と川上町で二世帯

にて同居を始めました。順調に仕事も覚え、各方面に

て本当によくご宴席等のご依頼を頂戴したことに対し

て心から感謝の気持ちでいっぱいでございます。サン

プリエールでは、約 20年勤務致しました。2020 年 ( 令

和 2年）7月より平安社長崎斎場へと異動となりました。

この時期は、世界的な大事件の ” 新型コロナウィルス感

染症 ” が、大流行した時でした。この厳しい時期に異動

かと正直驚きました。私どもの会社は冠婚葬祭業の会

社ですので、当然葬儀部門がありますが、高校卒業後

から現職に就くまでは冠婚部門で育ってきましたので、

不安の方が大きく結構悩みました。　53 歳になる年で

したが、今から葬儀について色々な知識他、一から勉

強するのかと考えた時にはかなり憂鬱になりました。

婚礼と葬儀では言葉の言い回しから様々な事に対して、

真逆で繊細な部分も多少ありつつ大変苦労しておりま

す。今現在も勉強中ですが、お葬儀というのは本当に

内容が深く難しい事がかなり多いと今更ながら感じて

おります。少しだけ会社とお葬儀について話しをさせ

ていただきますが、弊社のモットーとしまして、ご利

用いただく全ての方々へ安心、安全、癒しと寄り添う

接客を一番に心掛け、心を込めてお客様のニーズに合

うお葬儀をご提案する取組みを致しております。皆さ

んもよく耳にするかと思いますが、最近はコロナを境

に ” 家族葬 ” という形式で執り行うスタイルが多くあり

ますが、本来の家族葬の意味合いが現状では少し認識

が違ってきている傾向が見受けられます。大きく分け
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お葬儀が ” 家族葬 ” であり、一般の方やご家族以外の方

が参列するご葬儀は ” 一般葬 ” にあたります。費用を安

く済ませたいので ” 家族葬 ” でお送りしたいといわれる

方がおられますが、家族葬だから費用を抑えられると

いう認識は少し違うかと考えます。家族だけで送られ

る方でも祭壇を豪華にされたりすることもあります。

婚礼で当てはめてみると、招待者をたくさん招いての

ご披露宴と身内だけでのお披露目会といったように最

近では簡素化して済ませる方々も多いと聞いておりま

す。冠婚葬祭業として儀式事に携わっておりますので

規模の大小は関係なく、ご希望に合う結婚式やお葬儀

を提供しお客様にご満足頂ける会社を目指し、私ども

社員一同、日々取り組んでおります。

　最後にプライベートとしましては、長男は県庁の建

設部職員として上五島に勤務しております。次男は今

年の 4 月より長崎市の職員として長崎市消防局にお世

話になっており、長崎市北消防署管轄で勤務をしてお

ります。家内はパートをしながら、義理の母の介護を

しております。

私としては、初めにお話ししましたが 4 月に間質性肺

炎にかかり入院しました。5 月初旬から約 2 週間とそ

の後自宅療養として休みを取り、最近仕事にも復帰し

ました。例会と会合に参加出来ず大変ご迷惑をお掛け

いたしました。現状、薬での治療中でまだまだ本調子

には程遠いですが、まずはしっかり体を治すことを心

掛けております。タバコも止めました。

　とりとめのない内容で聞き取りにくく下手な自己紹

介で、大変申し訳ございませんでした。以上をもちま

して、自己紹介に変えさせていただきます。ご清聴い

ただき、有難うございました。

------------------------------------------------------------

■閉会・点鐘：池田会長

■第47回ワイン同好会が開催されました

5 月 29日（木）にホテルニュー長崎の「ハイドレンジャ」にて第 47回ワイン同好会を開催しました。

今回は池田ソムリエからワインと料理の「ペアリング」にスポットを当てて紹介いただきました。

topics
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■ 国際ロータリー第２７４０地区ガバナー　　　　　　　　　　　石坂  和彦
■ 国際ロータリー第２７４０地区第１０グループガバナー補佐　　中島  健太郎
■長崎出島ロータリークラブ　　　　           会長：池田  久美子　  幹事：埴生  健一

■例会日：金曜日（１２：３０）
■ 例会場：ホテルニュー長崎　Tel.０９５-８２６-８０００
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終盤の変わり種特集の続きです。今週はポケモンコラボのマンホール蓋です。

マニアの方からはポケふたとして親しまれているそうです。

①は、最も有名なピカチュウです。

ランドマークタワーなど横浜の名所をバックににこやかに花束を渡すところが描かれています。

②は、敦賀で見つけたものです。

気比の松原と思われる砂浜をバックにカイリューが松の木の上で昼寝をしている様子が描かれています。

③は、宮崎県の高鍋市で見つけたものです。アローラナッシーとアローラライチュウが日向灘で海水浴を楽しんでい

る様子です。

長崎県にはデンリュウというキャラクターがいます。みなさんも探してみてくださいね。

① ② ③

ポケモンコラボのマンホールマンホール探訪 No.39

写真散歩




